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　温泉地学研究所では、地震研究の一環として図１に示した６ヶ所に地下水位観測施設を

整備し地下水位の連続観測を行っています。観測施設の位置や深さ等については表１に示

しました。各観測施設では地下水位のほか、それに影響を及ぼす気圧、降水量が１分間隔

で測定・記録されています。記録されたデータは、１日１回ずつテレメータによって自動

収集され温泉地学研究所総合研究システム（以下 ｢ 総合研究システム ｣）のデータベースに

蓄積されています（伊東、２００５）。２００６（平成１８）年は、停電による一時的な欠測を除いて、

順調に観測を行うことができました。以下、観測結果の概要について報告します。
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　２００６（平成１８）年の地下水位観測結果を図２に示しました。地下水位は、毎日０時の観測

結果をもとに、地表面を基準とした水面の深さを求めて示してあります。この図上で上に

推移する場合は水位の上昇を、下に推移する場合は水位の低下を示します。また、観測施

設どうしの状況を比較しやすいようにスケールを統一してあります。なお、真鶴と二宮の

各観測施設（以下、それぞれ真鶴、二宮とする）では地下水位に潮汐の影響が強く現れるこ

とから、エリアシングノイズの影響（小田・板寺；２００１）を避けるため日平均水位により作

図してあります。気圧、雨量については、観測点ごとに絶対値や時間的推移に多少の差異

はありますが、年間変化の概要を把握するためには問題ないと考えられるので、大井観測

施設（以下、大井とする）における毎日０時の気圧、日雨量を用いて作図しました。

　図２によれば、真鶴と二宮の地下水位は、いずれも年間を通して横ばいでした。また、

上述のように、どちらの水位にも潮汐の影響が強く

現れるほか、気圧の影響も認められ、図２において

は、特に、低気圧や台風の通過時などに気圧が急激

に低下・上昇するのに対応して、水位が上昇・低下

していることがわかります。このように、真鶴と二

宮の地下水位は似通ったパターンで推移していま

すが、その要因は異なっています。

　真鶴では地下水位が地表から３９～４０ｍほどの深

さに観測されていますが、地点標高（約４０ｍ）を考

慮すれば、地下水位は、ほぼ海面と同じレベルにあ

ると考えられます。海に突き出した半島に設置され

ていることから、真鶴の地下水は海水と連続してお
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り、年間のような長期間を眺めた場合は、ほぼ一定の傾向を示すのに対して、日～月単位

では、海洋潮汐による海水面の変化により大きな変動が観測されるものと考えられます。

　二宮で観測対象としているのは、水の取水口（スクリーン）が設置されている深さ４５０か

ら５００ｍ付近の地下水です。この地下水は、不透水性の地層などの影響により加圧され、

水位が地表下１０ｍ（標高３０ｍ）付近まで上昇しています。地下水がこれだけ加圧されてい

ることなどから、浅層の地下水とは水理学的に隔たれていると考えられます。そのため、水

位には降雨の影響や季節変動が現れにくく、年間のような長期間においては安定した傾向

を示す一方で、地球潮汐や気圧の変化による地層の変形を反映しやすい状況にあるものと

考えられます。

　足柄平野に設置された大井、小田原、南足柄の各観測施設（以下、それぞれ、大井、小

田原、南足柄とする）では、春～夏期にかけて水位が上昇、秋～冬期にかけて水位が低下

する年変化が認められます。これら３施設のうち、地表からの水位は南足柄で最も深く、次

いで大井、小田原と、平野の上流側から下流側に向かって浅くなっています。また、年間

の水位変化の幅も、この順番で小さくなっています。小田原の地下水位には、こうした年

変化に加えて、平日に水位が低下し、週末に水位が上昇する１週間周期のピークが現れて

いるほか、多くの事業所が休業する年末年始やゴールデンウィークの期間には水位が上昇

していることがわかります。

　湯本観測施設（以下、湯本とする）の水位には、足柄平野と同様の年変化のパターンが見

られるほか、比較的量の多い降雨後に、水位の上昇が数日間続く特徴が認められます。こ

れは、湯本が対象としている地下水が含まれている地層の特性を反映しているものと考え

られます。

年当初と年末を比較すると、２００５（平成１５）年は、全観測施設で年末の水位の方が低かった

（板寺・伊東、２００６）のに対して、２００６（平成１８）年では、ほぼ同程度の水位だったことがわ

かりました。気象庁の電子閲覧室（������������	�	�
�������������������������）で公開

されている小田原（アメダス）の観測データによると、２００５（平成１５）年の年間降水量は１４３２

ｍｍと、平年値２０２４ｍｍの７割程度でしたが、２００６（平成１６）年は２０２５ｍｍと、平年並みの

値であったことが影響しているものと思われます。
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　データベースに蓄積されたデータについては、原則として毎日、観測上のトラブルおよ

び異常変化の有無について確認が行われます。確認のための作業は、総合研究システムの
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データ表示機能などを用い、表示期間を、１日、１月間、１年間など、様々に変更しなが

ら目視によって行います。その結果、水位のトレンドに変化が認められた場合や、神奈川

県およびその周辺を震源とする有感地震が発生した場合などには、気圧・潮汐補正等の処

理（たとえば板寺、２００３）を行うなどして、異常変化の有無について詳しく検討しています。

こうした検討の結果、２００６（平成１８）年の観測結果には地震発生に先行するような異常な変

化は認められませんでした。

　２００６（平成１８）年に観測されたコサイスミックな水位変化について表２に示しました。表

２には年が変わって早々の２００７（平成１９）年１月１３日に千島列島東方で発生した地震（Ｍ

８．２）の際に観測されたものも併せて示してあります。

　図３から５は、表２に示したコサイスミックな水位変化の様子を示したものです。表２

に示したように、大井以外の施設で観測されたコサイスミックな水位変化は小さかったの

で、図４、５では、そうした水位変化が見やすいように、気圧補正後水位の１分値の階差

により作図してあります。

　大井観測施設では、２００６（平成１８）年４月２１日伊豆半島東方沖（Ｍ５．１）、２００７（平成１９）

年１月１３日千島列島東方（Ｍ８．２）の地震の際に、いずれも１２ｃｍ程度の水位上昇が観測

されました。これらは、過去に報告されている事例（たとえば板寺、１９９９；板寺、伊東、

２００６）と同様のパターンです。ところが、２００６年１１月１５日千島列島東方の地震（Ｍ７．９）

では、他の施設においてコサイスミックな変化が観測されたのに対して、大井では観測さ

れませんでした。

　二つの千島列島東方の地震は、発生場所が近接していましたが、２００６年１１月１５日の地

震はプレート間で発生した逆断層型であり、２００７年１月１３日の地震はプレート内で発生し

た正断層型で、それぞれ発生メカニズムが異なっていました（防災科学技術研究所ホーム

ページ　地震活動のトピックス、�������������	
��������������������）。このため、コサ

イスミックな水位変化の現れ方にも違い生じたものと考えられ、大井に特徴的なコサイス

ミックな水位上昇の原因を探る上でも、

興味深い結果が得られました。

　真鶴では、２００６年１１月１５日千島列

島東方の地震（Ｍ７． ９）発生から数時

間後に水位の変動が大きくなり、その

後２０時間以上も継続していました（図

４）。これは、津波の影響によると考

えられ、真鶴の地下水と海水との連続

性の良さを示す観測結果です。
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　地震予知連絡会（以下、地震予知連）は、地震予知に関する調査・観測・研究結果等の情

報の交換とそれらに基づく学術的な検討を行うことを目的に、昭和４４年４月に国土地理院

長の私的諮問機関として発足しました。現在、地震予知連は地震に関する観測研究を実施

している関係機関や大学に所属する３０名の委員で構成されており、年４回　（２、５、８、

１１月）の定期的な会議が開催されています。この会議では各構成機関が開催月の前月末ま

での３ヶ月または６ヶ月のデータをとりまとめて発表しています。討議の内容は会議後の

記者説明会を通じて一般に公表されています。また、会議に提出された資料等を取りまと

めた「地震予知連絡会会報」が、年２回（２月及び８月）発行されています。

　温泉地学研究所では、平成１７年度より独立行政法人産業技術研究所（以下、産総研）と

の共同で ｢ 神奈川県西部地震および東海地震の予測のための地下水等観測・研究 ｣ に着手

しました。この共同研究は、神奈川県西部地震および東海地震の予測のために，神奈川県

西部地震および東海地震の想定震源域周辺で地下水の観測・研究を行うことを目的として

います。産総研が地震予知連の構成機関であることから、共同研究の一環として、当所で

行っている地下水位観測結果を整理し、資料として地震予知連に提出することになりまし

た。２００６（平成１８）年は、２月２０日、５月２２日、８月２１日および１１月２０日に開催され

た第１６７、１６８、１６９、１７０回の会議に資料を提出しました。
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　２００６（平成１８）年の地下水位観測結果は次のとおりでした。

（１）地震に先行するような異常変化は認められませんでした。

（２）２回の地震の際に、コサイスミックな水位変化が観測されました

（３）２回の千島列島東方の地震では、大井におけるコサイスミックな変化の現れ方が異

なっており、地震の発生メカニズムの違いが影響していると考えられます。

（４）真鶴で、２００６年１１月１５日千島列島東方の地震（Ｍ７． ９）による津波の影響と考えら

れる地下水位の変動が観測されました。

（５）独立行政法人産業技術研究所との共同研究の一環で、当所の地下水位観測結果を整理

した資料を、第１６７、１６８、１６９、１７０回の地震予知連絡会に提出しました。
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